
 

令和４年度嬉野市未来技術地域実装事業 

公募型プロポーザル要求水準書 

 

 

１．要旨 

本要求水準書は、嬉野市（以下「甲」という。）が受託者（以下「乙」という。）に委

託する令和４年度嬉野市未来技術地域実装事業（以下「本事業」という。）について示

すものであり、本事業の遂行上必要と認められるものについては、この要求水準書に記

載のない事項であっても、乙の責任において実施するものとする。 

 

２．事業内容 

本事業は以下の事業とし、事業期間内には事業の効果的な推進を図る目的から、2021

年に設立した地域実装協議会の３回開催、プロジェクトチーム会議の３回開催を予定す

る。 

①嬉野市の魅力を全国・全世界に発信する環境づくり 

・デジタルモール・バーチャルモールの構築 

・観光情報のデジタルコンテンツ化 

・来訪者と生産者をオンラインで結ぶコミュニケーションツール 

・オンライン観光ツアー・VR技術を活用した体験ツアー 

②来訪者の移動を支えるモビリティサービス 

・拠点内移動を支えるパーソナルモビリティ 

・手ぶら観光を支える自動運転サービス 

③5G技術を活用した各種データ収集・提供 

・データプラットフォームの構築 

④地域実装協議会等の運営・支援 

・地域実装協議会（３回程度） 

・プロジェクトチーム会議（３回程度） 

 

 ３．要求水準（詳細資料） 

令和４年度地方創生推進交付金（Society5.0タイプ）申請資料 

URL https://www.city.ureshino.lg.jp/sangyo/nyusatsu/_24641/_28275#shinseishiryou 

 

 

 



４．成果品の管理及び帰属 

本事業の成果品は全て甲の管理及び帰属とし、乙は成果品を第三者に公表又は貸与

してはならない。 

 

５．参考資料 

 （１）内閣府社会実装事業（令和３年度選定）提案資料 

  URL https://www.city.ureshino.lg.jp/sangyo/nyusatsu/_24641/_28275#naikakufuteian 

 （２）嬉野市未来技術地域実装協議会資料 

URL https://www.city.ureshino.lg.jp/shisei/keikaku/_24664/_27940.html 

 


